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新
た
な
出
会
い
！
心
と
心
が
か
よ
う
中
山
道
、

よ
っ
て
き
な
ん
し
信
州
長
和
町
。

●
中
山
道
宿
場
会
議
と
は

中
山
道
宿
場
会
議
は
、「
中
山
道
の
歴
史

を
活
用
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
地
方
の
文
化
や
遺
産
を
受
け

継
ぎ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
、

中
山
道
を
つ
な
が
り
と
し
た
地
域
の
総
合
的

な
発
展
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
に
は
長
久
保
宿
で
開
催
さ
れ
、
長

久
保
宿
の
存
在
と
、
こ
の
地
域
に
住
む
人
々

の
熱
意
が
中
山
道
各
宿
場
か
ら
参
加
さ
れ
た

人
の
心
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
中
山
道
宿
場
会
議
信
州
長
和
大
会
の

開
催
に
あ
た
り

平
成
17
年
10
月
、
長
門
町
と
和
田
村
が
合

併
し
て
「
長
和
町
」
が
誕
生
し
、
町
は
長
久

保
宿
と
和
田
宿
と
い
う
、
中
山
道
で
も
有
数

の
規
模
と
歴
史
文
化
遺
産
の
残
る
宿
場
を
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
山
道
宿
場
会
議
信
州
長
和
大
会
で
は
、

「
新
た
な
出
会
い
！
心
と
心
が
か
よ
う
中
山

道
、
よ
っ
て
き
な
ん
し
信
州
長
和
町
。」
を

テ
ー
マ
に
、
中
山
道
が
つ
な
ぐ
地
域
の
人
々

の
新
た
な
出
会
い
の
場
を
つ
く
り
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ら
な
る
連
携

れ
ん
け
い

と
協
働

き
ょ
う
ど
う

を
確
認
し
、
未

来
に
向
け
て
の
活
力
や
創
造
性
を
生
み
出
す

機
会
を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
、
中
山
道
が
そ

れ
ぞ
れ
の
宿
場
＝
地
域
を
お
も
う
人
々
の
心

と
心
を
か
よ
わ
せ
る
「
心
の
道
」
と
し
て
の

力
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
多
く
の
仲
間
と

の
情
報
交
換
や
語
ら
い
か
ら
、「
心
と
心
が

か
よ
う
中
山
道
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、

中
山
道
が
結
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
活
力
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
10
月
4
日
（
土
）
に

第
22
回
中
山
道
宿
場
会
議
信
州
長
和
大
会
を

開
催
し
、
5
日
（
日
）
に
は
、
中
山
道
て
く

て
く
ウ
ォ
ー
ク
、
中
山
道
宿
場
物
産
展
、
信

州
長
和
の
里
『
こ
こ
ろ
の
響
き
』
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
、
輝
け
信
州
長
和
の
里
パ
レ
ー
ド
を
含

む
、
第
1
回
ふ
る
さ
と
な
が
わ
宿
場
ま
つ
り

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
中
山
道
宿
場
会
議
信
州
長
和
大
会
の
様
子

10
月
4
日
（
土
）
和
田
宿
本
陣
内
で
開
催

さ
れ
た
中
山
道
宿
場
会
議
信
州
長
和
大
会

は
、
太
田
宿

お
お
た
じ
ゅ
く

中
山
道
若
衆
会
の
三
品

み
し
な

弘ひ
ろ
し

さ

ん
と
宮
田

み
や
た

久
司

ひ
さ
し

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

き
ち
ょ
う
こ
う
え
ん

か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
中
山
道
の
価
値
再
創
生
（
点

か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
）」
と
題
し
、
a

中
山
道
で
助
け
合
う
s
世
界
と
つ
な
が
る

d
ま
ち
が
賑に

ぎ

わ
う
f
住
む
人
、
来
る
人
が

喜
ぶ
と
い
う
4
つ
の
指
針

し
し
ん

と
、
連
携

れ
ん
け
い

・
宣

伝
・
商
業
・
政
策
を
軸
と
し
た
12
の
提
案
が

発
表
さ
れ
、
各
宿
場
の
皆
さ
ん
は
頷う

な
ず

き
な
が

ら
、
そ
の
話
し
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
は
、
各
県
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
、
全
体
討
論
会
、
祝
賀
会
並
び
に
交
流

会
と
続
き
、
交
流
会
で
は
各
宿
場
の
要
望
や

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
会
場
が
一
体
と
な
り
、

熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
、
来
年
宿
場
会
議
が
開
催
さ
れ
る

軽
井
沢
・
追
分
宿
へ
の
引
継
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

●
ふ
る
さ
と
な
が
わ
宿
場
ま
つ
り
の
様
子

10
月
5
日
（
日
）
に
は
「
ふ
る
さ
と
な

が
わ
宿
場
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
、
長
久
保
宿
か
ら
和
田
宿
ま
で

を
歩
く
「
第
1
回
中
山
道
て
く
て
く
ウ
ォ
ー

ク
」
か
ら
始
ま
り
、
町
内
外
か
ら
約
3
0
0

人
が
長
久
保
宿
に
あ
る
一
福
処
濱
屋
に
集

合
、
和
田
獅
子
太
鼓
と
長
久
保
甚
句
の
演
奏

に
送
り
出
さ
れ
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
様
々
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
、

楽
し
く
和
田
宿
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

中
山
道
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
と
刻と

き

を
同

じ
に
、
和
田
宿
で
は
57
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
産
品
や
工
芸
品
を
持
ち
寄
り
、「
第
1

回
中
山
道
宿
場
物
産
展
イ
ン
信
州
長
和
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
和
田
宿
本
陣
向
か
い
、
羽
田
野

は

た

の

資

料
館
横
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
信
州
長

和
の
里
『
こ
こ
ろ
の
響
き
』
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
」
が
開
催
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
美
咲

み
さ
き

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
や
末
吉

す
え
き
ち

く

ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
蓼
科

た
て
し
な

高
校
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
の
演
奏
、
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
等

で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
で
も
長
門
小
・
和
田
小
金
管
バ
ン
ド
の

合
同
演
奏
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
も
出
る
ほ

ど
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
「
輝
け
信
州
長
和
の
里
パ
レ

ー
ド
」
が
行
わ
れ
、
皇こ

う

女じ
ょ

和
宮

か
ず
の
み
や

役
に
扮
装

ふ
ん
そ
う

し
た
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
で
入
賞
し
た
大
門
姫
木

平
の
藤
森

ふ
じ
も
り

由
香

ゆ

か

さ
ん
が
、
旗
持

は
た
も

ち
や
守
護

し
ゅ
ご

人に
ん

の
後
を
御
輿

み
こ
し

に
担か

つ

が
れ
進
ん
で
い
く
と
、

沿
道
か
ら
「
す
ご
く
き
れ
い
！
」
や
「
由

香
ち
ゃ
ん
本
物
の
お
姫
様
み
た
い
！
」
と

い
う
歓
喜
の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
主
催
者

し
ゅ
さ
い
し
ゃ

を
代
表
し

て
羽
田
町
長
は
「
実
行
委
員
会
や
商
工
会

青
年
部
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
関
係
者
各
位

の
熱
意
に
よ
り
、
長
和
町
合
併
3
周
年
を

記
念
す
る
素
晴
ら
し
い
お
祭
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
本
日
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
様
に
も
重
ね
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
は
、
町
民
の
皆
様
と
協
働

き
ょ
う
ど
う

の
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

ま
い
し
ん

し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
お
祭
を
開
催
し
た
い
で
す
ね
。

5日（日）午前8時45分、長久保宿・一福処濱屋
には約300人の町民の皆さんが集まり、和田獅子太
鼓と長久保甚句の演奏に送り出され「中山道てくてく
ウォーク」がスタートしました。
途中、新しく建立された「是

こ

れより長久保宿」とい
う標柱の横を通り、また長和町商工会長久保支部の皆
さんの「茶屋・一本松」で一息つきながら、クイズや
レクリエーションが用意された6つのチェックポイン
トをクリアし、和田宿まで約8kmという道のりを、
ゆっくり、のんびり、そして楽しく歩きました。

●中山道宿場会議信州長和大会の様子（和田宿本陣）

新しく建立された標柱「是れより長久保宿」を通過

「茶屋一本松」では街道をゆく旅人に飲物等が振る舞われました

和田獅子太鼓の皆さん

長久保甚句保存会の皆さん 一福処濱屋前をスタート！長久保地区伝統の「獅子引き」

仲良し3人組、第5チェックポイントにて

ゴールまであと少し、がんばるぞ！

★中山道てくてくウォークに参加された皆さんの集合写真は、30ページ「町のわだい・今月のタイトル」に掲載しています★

長久保宿・和田宿について語る竹内実行委員長
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和
田
宿
本
陣
を
中
心
に
「
中
山
道
宿
場
物
産
展
イ
ン
信
州
長
和
」

が
開
催
さ
れ
、
中
山
道
各
宿
場
の
名
物
や
、
町
内
の
特
産
品
や
工

芸
品
な
ど
57
の
店
が
街
道
に
立
ち
並
び
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
23
の
お
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

午後には、現代風大名行列「輝け信州長和の里パレ

ード」が行われ、トリノ冬季オリンピック・スノーボ

ードクロスで入賞した藤森由香さんが皇女和宮役を務

めました。藤森さんの後を下諏訪の長持ち保存会の皆

さん、保育園児の神楽
か ぐ ら

引き、各獅子舞、上田かっぽれ

道場の皆さん、一般仮装参加者の皆さん、消防団の皆

さん、サンバカーニバルの皆さんが続きました。同時

開催された仮装大賞では「バスケットチームC4」の

皆さんが最優秀仮装賞に選ばれました。

「“こころの響き”オンステージ」は主催者の鏡割

りからはじまり、大山獅子、蓼科高校ジャズクラブ、

ながと不動太鼓、美咲さんのライブや末吉くんのトー

クショーなど、さまざまな催
もよお

しが行われました。また

サンバの皆さんやパレードで和宮役を務めた藤森由香

さんが登場すると、街道を埋め尽くす人々から大きな

歓声が上がり、ステージの“とり”を務めた長門小・

和田小合同金管バンドの演奏は“こころの響き”とな

り訪れた多くの人々の“心”に感動を与えました。

長和町山車保存会の皆さん

中山道和田峠　東餅屋茶店の場

●和田宿本陣にて

和田リーダーズクラブのみんな「シャッターマン」ありがとう！

最優秀仮装賞を受賞した
「バスケットチームＣ4」の皆さん

守護人を務めた竹内商工会長
と原田議長 大山獅子

園児の神楽引き

下諏訪町長持ち保存会

上田かっぽれ道場

先導する女官

最後尾の餅まき行列

消防団の皆さん、楽しい仮装パレードありがとうございました

小学生は
各宿場の旗を持ちました

曲は「聖者の行進」
会場から大きな拍手が寄せられました

美咲さんのライブ

サンバカーニバル

しろくまバンド

鏡割り

大山獅子の舞い

末吉くんのトークショー

ながと不動太鼓

蓼科高校ジャズクラブ

藤
森
由
香
さ
ん

樋口商工会
青年部部長

山の子学園共同村長和町商工会女性部長和町商工会青年部

長和町商工会
地域資源活用委員会

信濃霧山ダッタンそば
生産者組合

黒耀石体験ミュージアム

長門牧場森の泉和田農産物加工研究会パン工房りっくる

蕨　宿太田宿清水園清　流

羽田農場

田島青果

手づくなの会

よろずや

キュルテュール・ド・
ながわまち

鷹山ファミリー牧場

てる子の部屋

かあちゃん家

長和町酒組合・商業
工業部会

長門小・和田小の合同金管バンド




